【新潟市長賞】
見知らぬ誰かが救ってくれた命
　　　　 

新潟市立関屋中学校　
　　３年　横田　あかり 
　私の家には、一枚の写真がある。その写真には、小さな体にたくさんの管がつながれた赤ちゃんが写っている。それは、生まれたばかりの私だった。
　私は、早産新生児仮死により、ＮＩＣＵ（新生児集中治療室）で治療を受けた。早産新生児仮死とは、生まれた時、出産予定日より早く、出産時に十分な酸素を受け取れず仮死状態で生まれることだ。成長してから調べると、早産新生児仮死で生まれた赤ちゃんは、新生児蘇生やＮＩＣＵで二十四時間体制の医療を受けることを知った。この医療には「未熟児養育医制度」や「子ども医療費助成制度」などの税金が使われている。もしこのような制度がなければ、高度な医療を受けられない赤ちゃんがいるかもしれない。だからこそ、税金は命を守るために欠かせない仕助みだと思った。
　私は小さい頃、生まれたばかりの自分の写真を見たことがある。そこには小さな赤ちゃんが写っていた。しかし、その赤ちゃんにはたくさんの管がついていて、周りには多くの機械が置いてあった。当時の私はかわいそうだなと思った。なぜなら、普通の赤ちゃんにはたくさんの管や機械は必要ないからだ。しかし、今見ると、その姿はかわいそうなのではなく、多くの人に支えられながら懸命に生きた証だと感じる。あの小さな体で頑張っていた私を多くの人が支えてくれたのだと思う。
　今私は、税金の仕組みを調べて学び、写真に写っているものだけでなく、治療で使われていた医療機器も、国民が納めた税金によって支えられていたことを知った。私の命を救う医療を支えてくれたものの一つが見知ぬ誰かが納めてくれた税金だった。その税金には一人一人の思いやりや支え合いの気持ちが込められていると感じた。
　私は今、元気に生きている。そう考えると、税金はただの義務ではなく、誰かを支えようとする気持ちによって成り立っていると思えてきた。感謝の気持ちで胸がいっぱいになる。
　私は身の回りを見渡してみた。すると、たくさんの税金が使われていることに気付いた。例えば、学校の設備や教科書、街灯など、身近なものも税金によって支えられている。
　私は生まれたばかりの頃を知らない。しかし、今こうして元気に学校へ行い、友達と過ごし、将来の夢を考える毎日は多くの人が納めたくれた税金に支えられている。そのことを知り、命の重みと税金の大切さを実感した。
　税金。それはただの義務ではない。たくさんの人を支え、命を守り、未来へ希望をつなぐ大切な仕組みだ。私は将来、社会の一員として納税をしていく側になる。その時は、自分を救ってくれた方々への感謝を忘れず、今度は受けた優しさを未来へつなげたい。
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